運営推進会議　議事録（令和5年度 第1回）
	事業所名
	小規模多機能型居宅介護たがらの家

	所在地
	練馬区 田柄 4-10-25

	開催日時
	令和　5年　5月27日　土曜日 　10：00～11：40

	開催場所
	たがらの家　2F談話室

	出席者内訳
	利用者　 名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

利用者家族　4名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

民生委員　 1名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

地域代表　　名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
知見者　　名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
練馬区職員　1名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
地域包括支援センター　　名（　　　　　　　　　　　　　）
その他　4名（福祉系大学学部生、たがらの家職員　　　　）

	主な議題
	「介護負担を軽減する小規模多機能の利用方法」について


	活動報告
	小多機のしくみや機能に対して、利用事例を紹介し理解を深める。通い、訪問、宿泊の組み合わせや、在宅での看取りを行った事例から、小多機（たがらの家）の強みや課題を談義する。



	出席者からの評価
	・現在のたがらの家は、利用者に対する職員比率が平均より高く介護に手厚い印象を受ける（区職員）


	要望、意見および助言
	・他の方の事例を聞き、「うちだけじゃないんだ」と気づけ少し気が楽になった（利用者家族）
・家族の介護を抱え込みすぎないようにしている。現在はサービス利用を増やして生活が成り立っている（利用者家族）

・初めて利用する介護サービスが「たがらの家」だったので、他の施設や事業所については全く知識がないため、こちらも理解を深めたい（利用者家族）


	その他
	・家族会も同時開催のため会議終了後に簡単な個別相談も行う


	次回の開催予定
	日時：令和　5年　7月15日　土曜日　10：00～12：00

場所：たがらの家　談話室



運営推進会議　議事録（令和5年度 第2回）
	事業所名
	小規模多機能型居宅介護たがらの家

	所在地
	練馬区 田柄 4-10-25

	開催日時
	令和　5年　7月15日　土曜日 　14：00～17：30

	開催場所
	練馬区上石神井2-20-13(しゃくじいの庭 2F食堂)

	出席者内訳
	利用者　 1名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

利用者家族　10名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

民生委員　 1名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

地域代表　　名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
知見者　１名（薬剤師　　　　　　　　　　　　　　　　　）
練馬区職員　　名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
地域包括支援センター　　名（　　　　　　　　　　　　　）
その他　6名（たがらの家職員、しゃくじいの庭職員　　　）

	主な議題
	「処方薬についての理解を深める」について


	活動報告
	薬剤師を招き、薬剤や訪問調剤に関する理解を深める。薬剤師の役割、薬剤の種類や注意点（使用方法や飲み合わせなど）の解説を受ける。後半は質疑応答、個別相談の機会も設けた。


	出席者からの評価
	・説明が上手く大変分かりやすかった（利用者）
・以前から検討はしていたが、今回話を聞き訪問調剤を利用する気になった（利用者家族）


	要望、意見および助言
	・薬の保管や残薬の回収など、そこまで薬剤師がやってくれるとは思わなかった（利用者家族）
・これを機に、自分が利用している薬局の薬剤師に、もっと気軽に相談してみようと思う（利用者家族）
・医師はかかりつけ医がいるが、薬剤師もかかりつけを探そうと思う（利用者家族）



	その他
	・運営推進会議及び家族会の後で、希望者のみグループホームしゃくじいの庭の内覧、入所相談も併せて行う



	次回の開催予定
	日時：令和　5年　9月23日　土曜日　10：00～12：00
場所：たがらの家　談話室



運営推進会議　議事録（令和5年度 第3回）
	事業所名
	小規模多機能型居宅介護たがらの家

	所在地
	練馬区 田柄 4-10-25

	開催日時
	令和　5年　9月23日　土曜日 　10：00～11：40

	開催場所
	たがらの家　2F談話室

	出席者内訳
	利用者　 名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

利用者家族　4名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

民生委員　 1名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

地域代表　　名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
知見者　　名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
練馬区職員　  名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
地域包括支援センター　　名（　　　　　　　　　　　　　）
その他　 2名（たがらの家職員 　　　　　　　　　　　　）

	主な議題
	「認知症の進行に伴う排便機能のメカニズム」について



	活動報告
	排便にまつわる困り事（便秘や下痢、便の失敗など）への対応方を体験や事例をもとに共有する。また便秘のリスクや原因、認知症との関係性を紹介する。


	出席者からの評価
	・排泄という他人に相談しずらい内容だけに今回話合えて良かった、今後も相談していきたい（利用者家族）


	要望、意見および助言
	・（利用者が）一人で排泄が出来るためトイレに一緒に入ったことがない。（利用者が）若いころから便秘傾向だったため気を付けていきたい（利用者家族）
・少しゆるい便が出て衣類が汚れても便秘よりは良いと思っている（利用者家族）
・今回聞いた便秘の要因の多くが当てはまっており納得した。食事だけでは便秘改善は難しく下剤は手放せない（利用者家族）

・自宅での排便状況（量や硬さなど）と通所時の状況を今後も可能な限り共有し各利用者の経過をみていきたい（たがらの家職員）


	その他
	

	次回の開催予定
	日時：令和　5年　11月25日　土曜日　10：00～12：00

場所：たがらの家　談話室



運営推進会議　議事録（令和5年度 第4回）
	事業所名
	小規模多機能型居宅介護たがらの家

	所在地
	練馬区 田柄 4-10-25

	開催日時
	令和5年　11月25日　土曜日 　10：00～11：40

	開催場所
	たがらの家　2F談話室

	出席者内訳
	利用者　 名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

利用者家族　3名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

民生委員　 1名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

地域代表　　名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
知見者　1名（特別養護老人ホーム相談員　　　　　　　　）
練馬区職員　　名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
地域包括支援センター　　名（　　　　　　　　　　　　　）
その他　2名（たがらの家職員　　　　　　　　　　　　　）

	主な議題
	「練馬区の特別養護老人ホーム入所に関わる現状」について



	活動報告
	田柄特別養護老人ホームの相談員を講師として、特養の現状や利用に関わる諸注意を紹介する。その都度、講師と参加者で質疑応答を行い上記に対する理解を深めた。

	出席者からの評価
	・希望を言えば施設ではなく自宅での生活が一番良い（利用者家族）
・自分が介護をできなくなった時の手段として特養入所を考えている。必要になる前から準備をしておくことが重要だと理解した（利用者家族）

・入所条件や費用が想定していたよりハードルが高くはなく選択肢が広がった（利用者家族）


	要望、意見および助言
	・特養入所に際して自傷他害や医療依存度が高い方は入所が困難（特養相談員）
・申請主義である以上、申込みをしないことには話が進まない（特養相談員）
・必ずしも入所したことで在宅に戻る視点がない訳ではないため、まずは各特養の相談員へ話を持ち掛けることを推奨する（特養相談員）
・特養以外の入所施設（グループホームや有料老人ホーム）についても詳しく知りたい（利用者家族）



	その他
	・参加された利用者家族へ、１２月１８日開催の介護学べるサロンの告知も併せて行う

	次回の開催予定
	日時：令和　6年　1月27日　土曜日　10：00～12：00

場所：たがらの家　談話室


運営推進会議　議事録（令和5年度 第5回）
	事業所名
	小規模多機能型居宅介護たがらの家

	所在地
	練馬区 田柄 4-10-25

	開催日時
	令和　6年　1月27日　土曜日 　10：00～11：40

	開催場所
	たがらの家　2F談話室

	出席者内訳
	利用者　  名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

利用者家族　4名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

民生委員　 1名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

地域代表　　名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
知見者　1名（グループホーム職員　　　　　　　　　　　）
練馬区職員　　名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
地域包括支援センター　　名（　　　　　　　　　　　　　）
その他　2名（、たがらの家職員　　　　　　　　　  　　）

	主な議題
	「認知症高齢者の生活と家族の関わり」について



	活動報告
	グループホームしゃくじいの庭管理者を招き、事業所（グループホームや小多機）と利用者家族それぞれの役割について理解を深める。またグループホームの現状や入所や利用に関わる諸注意を紹介する。


	出席者からの評価
	・まだ一度も見学をしたことはないが、グループホームがどのようなものか概要は理解できた。（利用者家族）


	要望、意見および助言
	・グループホームに入所したら家族の役割が無くなり完全に手離れできるとは思ってはいない。しかし、任せきってしまう気持ちにも共感できる（利用者家族）
・入所施設を検討する場合は、表面的なアメニティよりも交通や連絡などアクセスの良さを重視しようと思う（利用者家族）


	その他
	・参加された利用者家族へ、2月19日開催の（第2回）介護学べるサロンの告知も併せて行う


	次回の開催予定
	日時：令和　6年　3月23日　土曜日　10：00～12：00

場所：たがらの家　談話室



運営推進会議　議事録（令和5年度 第6回）
	事業所名
	小規模多機能型居宅介護たがらの家

	所在地
	練馬区 田柄 4-10-25

	開催日時
	令和　6年　3月23日　土曜日 　10：00～11：40

	開催場所
	たがらの家　2F談話室

	出席者内訳
	利用者　 2名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

利用者家族　0名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

民生委員　 1名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

地域代表　　名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
知見者　　名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
練馬区職員　  名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
地域包括支援センター　　名（　　　　　　　　　　　　　）
その他　4名（グループホーム職員　、たがらの家職員　　）

	主な議題
	「震度５強以上の震災が発生した際の対応について」について



	活動報告
	実際に震度５強以上の震災が発生したことを想定し、避難経路や避難時に必要な物を確認共有する。夜間帯における事業所の対応や起こり得るリスクを話し合う。


	出席者からの評価
	・災害の備えを行っておらず考えてもいなかったが、具体的な話が聞けて安心した（利用者）
・BCPや災害マニュアルが存在していても、日常から備えや確認をしていなければ活用できない。今回の会議と同様の話し合いや訓練を定期的に行っていきたい。（たがらの家職員）


	要望、意見および助言
	・今回は家族会を行わなかったが、利用者のご家族に対し備えや対策（連絡方法、備蓄品、職員の対応）を具体的に伝え共有しておく必要がある（たがらの家職員）


	その他
	・同時開催を想定していた家族会は天候不順や出席不良のため中止となる
・防災の手引き「災害にそなえて」を配布する


	次回の開催予定
	日時：令和　6年　5月25日　土曜日　10：00～12：00

場所：たがらの家　談話室



